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手術創とは別の部分に褥瘡という傷ができることは、
患者にとって二重の苦痛を伴う
　手術中の患者は麻酔によって鎮痛・鎮静・不動の状態となる。また、手術操作で術野を
確保するために長時間にわたり、同一体位を強いられる。そのため、手術台と接触する身
体の皮膚軟部組織が圧迫されて、褥瘡が発生する。手術創とは別の部分に褥瘡という
傷ができることは、患者にとっては二重の苦痛を伴い、術後の回復遅延に繋がる。褥瘡
を予防する必要があるという強い思いから、周術期患者の褥瘡予防研究に取り組んだ。
　様々な手術体位がある中で、最も褥瘡発生率が高いのは腹臥位手術である。腹
臥位手術では、安定した腹臥位の姿勢を保持する
ために、体幹の左右の胸部と腸骨部の 4か所を固定
する脊椎後方手術用フレーム Ⓡを使用する（図1）。
近年は、この脊椎後方手術用フレーム Ⓡを使用した
腹臥位手術の褥瘡予防研究に取り組んでいる。

研究内容

腹臥位手術の褥瘡予防のためのマットレスの開発

褥瘡発生と外力
　はじめに、腹臥位手術の褥瘡発生要因を検討した。褥瘡発生要因は個体要因や麻
酔・手術要因ではなく、腸骨部の上前腸骨棘部に加わる高い圧力であり、発生した
褥瘡の形状から、腸骨部の皮膚にずれ力が加わっていることが分かった（図 2）。そ
のため、褥瘡予防にはこのような外力を軽減できるマットレスが必要であった。
褥瘡発生と応力
　次に、褥瘡予防のためのマットレスの開発に取り組んだ。MRIを使用して、外力
が加わった皮膚軟部組織やマットレスの変形を可視化し、マットレスの硬さを検討
した（図 3）。手術室で広く使用されている 50Nの硬さのマットレスでは、皮膚軟部
組織やマットレスの変形が大きく、褥瘡予防の効果が低いことが分かった。
　MRIによる応力のメカニズムの解明には限界があり、今後は有限要素モデルを
使用した皮膚軟部組織の応力解析を行う（図 4）。そして、皮膚軟部組織の変形が小
さい、すなわち、応力が小さくなるようなマットレスの硬さを検討し、腹臥位手術の

褥瘡予防のためのマットレスを開発する。
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図1． 脊椎後方手術用フレームⓇ

（ミズホ株式会社）

図2． 腹臥位の体圧分布図（ニッタ株式会社）
圧力が高いと赤色、低いと青色になる
体圧分布図内の 2か所の白色四角部分
が、腹臥位で脊椎後方手術用フレームⓇ
の架台に圧迫されている左右の腸骨部
を示し、赤色部分が上前腸骨棘部で、高
い圧力が加わっていることが分かる

図3． 腹臥位の右上前
腸骨部のMRI
上は無負荷時、下
は負荷時の画像

図4． マットレスと腹臥位の臀部
の有限要素モデル
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